
 

4.5 その他の臨海部における活性化方策 

4.5.1 その他の臨海部の現状 

その他の臨海部は、以下のような交通条件、立地条件、地理的条件を有しています。 

 

※航空写真は大阪府より提供       

図 その他の臨海部の概観 

 

＜交通条件＞ 

・ 市街地からの公共アクセスはバスに限られ、その利便性も高くありません。 

＜立地条件＞ 

・ 土地利用は主に工業用地であり、地域内には数多くの工場等が立地し、一部で工場見学等

の活動を行っています。 

・ 水際線は主に民間企業による専用岸壁として利用されています。 

＜地理的条件＞ 

・ 埋立地に囲まれた広大な泊地を有しています(北泊地、南泊地、西泊地、浜寺泊地)。 

浜浜浜寺寺寺泊泊泊地地地  

南南南泊泊泊地地地  

西西西泊泊泊地地地  

北北北泊泊泊地地地  
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4.5.2 活性化コンセプト等 

(1) 活性化コンセプト 

当地区は堺臨海工業地帯に多数の工場群を有しており工場見学やクルーズなどが実施されてい

ます。一方で、臨海部全体として取り組むべき環境問題を抱えています。 

以上より、「産業観光」と「水と緑の環境改善」に着目した 

「物流・産業機能と共存した観光産業や質の高い水と緑の 

環境空間の形成」 

を重点対象地域を包括するエリアの活性化コンセプトとし、「アーバン・アグロ・テクノツーリ

ズム」を戦略プログラムとして施策を展開します。 

(2) 取組み内容 

堺市のみならず近畿の経済活動を支える物流・産業機能は維持・拡充しつつ（テクノ）、工場見

学やダイナミックな景観を観光に結びつける（アーバン）とともに、景観や環境面だけでなく減災

にも寄与する質が高くボリュームのある緑地の確保、港奥部の閉鎖性海域の環境改善に取り組み

ます（アグロ）。 

(3) 主な対象者 

・近隣府県市等の国内からの来訪者 

・立地企業 
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4.5.3 利活用ゾーニング 

その他の臨海部の活性化コンセプトである「物流・産業機能と共存した産業観光や質の高い水と

緑の環境空間の形成」を実現するため、利活用ゾーニングを以下のとおりとしました。 

当地域は広大な泊地を有し、それぞれ湾奥部で位置していることから水質改善を図る必要がある

ことから、「水質改善ゾーン」と位置づける。堺の臨海工業地帯を支える工場が立ち並ぶエリアは、

企業の生産工程や PR 館やダイナミックな工場景観を観光資源としての利活用を図るため、「観光促

進ゾーン」と位置づける。 

 

 

図 その他の臨海部の利活用ゾーニング 

 

【水質改善ゾーン】 
・水質改善を図る 

【観光促進ゾーン】 
・企業の生産工程やPR館見学等により
観光資源としての利活用を図る 

西泊地 

南泊地 

浜寺泊地 

北泊地 

凡 例 

水質改善ゾーン 

観光促進ゾーン 
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4.5.4 コンセプト実現に向けた課題及び活性化方策 

その他の臨海部におけるコンセプト実現に向けた課題、活性化方策及び施策メニューは以下のと

おりである。 
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